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(57)【要約】

【課題】軸方向に立てると転倒しやすい構造を有する包

装容器を提供する。このような包装容器を一枚の板材の

要所の折曲げと貼着けにより組み立てることができる包

装容器用板材を提供する。

【解決手段】四角筒状の胴部（１）を備える包装容器（

Ａ）であって、前記胴部のいずれかの端部（３）の４つ

の頂点（Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４）は、同一平面上にあ

り、かつ、各頂点は前記胴部（１）に関しそれぞれ異な

る４つの垂直横断面（Ｐ１１、Ｐ２１、Ｐ３１、ＵＬ；

Ｐ１２、Ｐ２２，Ｐ３２、ＤＬ）上にあるように形成さ

れている。

【選択図】図１０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

四 角 筒 状 の 胴 部 （ １ ） を 備 え る 包 装 容 器 （ Ａ ） で あ っ て 、

前 記 胴 部 （ １ ） の 一 方 ま た は 両 方 の 端 部 （ ２ ； ３ ） の ４ つ の 頂 点 （ Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ

４ ） は 、 同 一 平 面 上 に あ り 、 か つ 、 各 頂 点 は 前 記 胴 部 （ １ ） に 関 し そ れ ぞ れ 異 な る ４ つ の

垂 直 横 断 面 （ Ｐ １ １ 、 Ｐ ２ １ 、 Ｐ ３ １ 、 Ｕ Ｌ ； Ｐ １ ２ 、 Ｐ ２ ２ ， Ｐ ３ ２ 、 Ｄ Ｌ ） 上 に あ る

よ う に 形 成 さ れ て い る 包 装 容 器 （ Ａ ） 。

【 請 求 項 ２ 】

請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 容 器 （ Ａ ） で あ っ て 、

前 記 端 部 （ ２ ； ３ ） が 接 地 面 （ Ａ c） と な る よ う に 水 平 面 （ Ｈ ） に 置 か れ る 際 に 、 前 記 包

装 容 器 （ Ａ ） の 重 心 （ ｇ ） を 通 る 鉛 直 線 （ Ｖ Ｌ ） が そ の 接 地 面 （ Ａ c） の 外 部 を 通 る よ う

に 形 成 さ れ て い る 包 装 容 器 （ Ａ ） 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 少 な く と も ひ と つ の 端 部 （ ２ ） は 、 開 閉 自 在 の 蓋 部 （ ４ ） を 備 え て い る 請 求 項 １ ま た

は ２ に 記 載 の 包 装 容 器 （ Ａ ） 。

【 請 求 項 ４ 】

一 枚 の 板 材 （ ａ ） の 折 曲 げ 及 び 貼 付 け に よ っ て 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に

記 載 の 包 装 容 器 （ Ａ ） 。

【 請 求 項 ５ 】

一 枚 の 紙 か ら な る 包 装 容 器 の 板 材 （ ａ ） で あ っ て 、 前 記 板 材 （ ａ ） は 、 異 な る 距 離 ｄ ２ 及

び ｄ ３ に つ い て 、

　 　 折 線 （ ｂ 、 ｂ 、 ｂ １ 、 ｂ ２ ） を 介 し て 幅 方 向 に 連 続 す る 左 側 面 板 （ １ ４ ） 、 背 面 板 （

１ ５ ） 、 右 側 面 板 （ １ ６ ） 、 正 面 板 （ １ ７ ） 及 び 糊 代 板 （ １ ９ ） を 有 し 、

　 　 前 記 左 側 面 板 （ １ ４ ） は 、 蓋 フ ラ ッ プ （ １ ４ ｕ ） と 底 蓋 （ １ ４ ｆ ） と を 有 し 、

　 　 　 　 前 記 蓋 フ ラ ッ プ （ １ ４ ｕ ） は 、 そ の 左 端 （ Ｖ ３ ） が 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ

２ の 個 所 で あ っ て 右 端 （ Ｖ １ ） が 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ２ +ｄ ３ の 個 所 で あ る よ う

に 設 け ら れ た 折 線 （ １ ４ ｃ １ ） を 介 し て 前 記 左 側 面 板 （ １ ４ ） に 接 続 さ れ 、

　 　 　 　 前 記 底 蓋 （ １ ４ ｆ ） は 、 左 端 （ Ｖ ３ ） が 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ２ の 個 所 で

あ っ て 右 端 （ Ｖ １ ） が 前 記 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） か ら 距 離 の 個 所 で あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線

（ １ ４ ｃ ２ ） を 介 し て 前 記 左 側 面 板 （ １ ４ ） に 接 続 さ れ 、

　 　 前 記 背 面 板 （ １ ５ ） は 、 蓋 （ １ ５ ｕ ） と 底 蓋 （ １ ５ ｆ ） と を 有 し 、

　 　 　 　 前 記 蓋 （ １ ５ ｕ ） は 、 そ の 左 端 （ Ｖ １ ） が 前 記 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ２ ＋

ｄ ３ の 個 所 で あ っ て 右 端 （ Ｖ ２ ） が 前 記 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ３ の 個 所 で あ る よ う

に 設 け ら れ た 折 線 （ １ ５ ｃ １ ） を 介 し て 前 記 背 面 板 （ １ ５ ） に 接 続 さ れ 、

　 　 　 　 さ ら に 、 前 記 蓋 （ １ ５ ｕ ） は 、 差 込 み （ １ ５ ａ ） を 有 し 、 前 記 差 込 み は 、 前 記 折

線 （ １ ５ ｃ １ ） と 平 行 な 折 線 （ １ ５ ａ １ ） を 介 し て 前 記 蓋 （ １ ５ ｕ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 折

線 （ １ ５ ａ １ ） は 、 そ の 中 間 部 に 前 記 蓋 （ １ ５ ｕ ） を 係 止 す る た め の 切 込 み （ １ ５ ｈ ） が

設 け ら れ 、

　 　 　 　 前 記 底 蓋 （ １ ５ ｆ ） は 、 そ の 左 端 （ Ｖ １ ） が 前 記 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ２

＋ ｄ ３ の 個 所 で あ っ て 右 端 （ Ｖ ２ ） が 前 記 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ３ の 個 所 で あ る よ

う に 設 け ら れ た 折 線 （ １ ５ ｃ ２ ） を 介 し て 前 記 背 面 板 （ １ ５ ） に 接 続 さ れ る と と も に 、

　 　 　 　 さ ら に 、 前 記 底 蓋 （ １ ５ ｆ ） は 、 貼 付 け の た め の 糊 代 （ １ ５ e） を 有 し 、

　 　 前 記 右 側 面 板 （ １ ６ ） は 、 蓋 フ ラ ッ プ （ １ ６ ｕ ） と 底 蓋 （ １ ６ ｆ ） を 有 し 、

　 　 　 　 前 記 蓋 フ ラ ッ プ （ １ ６ ｕ ） は 、 そ の 左 端 （ Ｖ ２ ） が 前 記 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） か ら 距

離 ｄ ３ の 個 所 で あ っ て そ の 右 端 （ Ｖ ４ ） が 前 記 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） 上 に あ る よ う に 設 け ら れ

た 折 線 （ １ ６ ｃ １ ） を 介 し て 前 記 右 側 面 板 （ １ ６ ） に 接 続 さ れ 、

　 　 　 　 前 記 底 蓋 （ １ ６ ｆ ） は 、 そ の 左 端 （ Ｖ ２ ） が 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ３ の 個

所 で あ っ て そ の 右 端 （ Ｖ ４ ） が 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） の 個 所 に あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線 （ １

６ ｃ ２ ） を 介 し て 前 記 右 側 面 板 （ １ ６ ） に 接 続 さ れ 、

　 　 前 記 正 面 板 （ １ ７ ） は 、 係 止 片 （ １ ７ ｕ ） と 底 蓋 （ １ ７ ｆ ） を 有 し 、
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　 　 　 　 前 記 係 止 片 （ １ ７ ｕ ） は 、 そ の 左 端 （ Ｖ ４ ） が 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） 上 で あ っ て そ の

右 端 （ Ｖ ３ ） が 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ２ の 個 所 に あ る よ う に 設 け ら れ た 端 縁 （ １ ７

ｉ １ ） か ら 、 差 込 み （ １ ５ ｈ ） に 差 し 込 ま れ て 蓋 （ １ ５ ｕ ） を 係 止 す る た め に 凸 状 に 突 出

し て 設 け ら れ て お り 、

　 　 　 　 前 記 底 蓋 （ １ ７ ｆ ） は 、 そ の 左 端 （ Ｖ ４ ） が 前 記 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） 上 に あ っ て そ

の 右 端 （ Ｖ ３ ） が 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） か ら 距 離 ｄ ２ の 個 所 に あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線 （ １

７ ｃ ２ ） を 介 し て 前 記 正 面 板 （ １ ７ ） に 接 続 さ れ る と と も に 、

　 　 　 　 さ ら に 、 前 記 底 蓋 （ １ ７ ｆ ） は 、 貼 付 け の た め の 糊 代 （ １ ７ ｅ ） を 有 す る 、 板 材

（ ａ ） 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 板 材 （ ａ ） は 、

前 記 上 基 準 線 （ Ｕ Ｌ ） か ら 前 記 下 基 準 線 （ Ｄ Ｌ ） ま で の 長 さ を Ｌ と し 、

前 記 左 側 面 板 （ １ ４ ） 、 背 面 板 （ １ ５ ） 、 右 側 面 板 （ １ ６ ） 、 正 面 板 （ １ ７ ） の 幅 を ｍ と

し た と き に 、 Ｓ ｄ ２ ま た は Ｓ ｄ ３ の い ず れ か に つ い て 、

　 　 　 　 Ｓ ｄ ２ ＞ Ｌ ／ ２ ・ ｄ ２ ／ ｍ

ま た は 　 Ｓ ｄ ３ ＞ Ｌ ／ ２ ・ ｄ ２ ／ ｍ

　 と な る よ う に 形 成 さ れ た 請 求 項 ５ に 記 載 の 板 材 （ ａ ） 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 包 装 容 器 お よ び そ れ を 一 枚 の 板 の 要 所 の 折 曲 げ と 貼 着 け に よ り 組 み 立 て ら れ

る 包 装 容 器 用 板 材 に 関 し 、 詳 し く は 、 そ の 軸 方 向 の 長 さ が 断 面 方 向 に 比 較 し て 長 い 棒 状 の

物 品 （ 以 下 、 棒 状 物 品 と い う 。 ） を 包 装 す る の に 好 適 な 包 装 容 器 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 か ら 、 例 え ば ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ な ど の 棒 状 物 品 を 被 包 装 物 と す る 包 装 容 器 が 知 ら

れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ７ ２ ５ ４ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 紙 製 容 器 は 、 一 枚 の 紙 製 板 材 の 要 所 の 折 曲 げ と 貼 着 け に よ り 組

立 て ら れ て 容 器 と し て 完 成 す る も の で あ る 。 こ の 紙 製 容 器 は 、 四 角 筒 状 の 胴 部 と 、 一 端 側

及 び 他 端 側 の 開 口 を 閉 蓋 す る 蓋 部 と 、 蓋 フ ラ ッ プ と を 備 え 、 折 線 を 介 し て 蓋 フ ラ ッ プ を 内

側 に 順 次 折 曲 げ ら れ て 閉 蓋 す る 構 造 と し て 、 印 刷 機 や 複 写 機 で 用 い ら れ る ト ナ ー カ ー ト リ

ッ ジ の よ う な 、 先 端 に 突 出 部 を 備 え た 物 品 （ 被 包 装 物 ） を 包 装 す る の に 適 し た も の と さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の よ う な 棒 状 物 品 は 、 輸 送 の 際 は １ 本 ご と に 容 器 に 収 納 さ れ 、 さ ら

に 複 数 の 容 器 を ま と め て 梱 包 さ れ 、 運 搬 さ れ て 保 管 さ れ る こ と が 多 い 。 特 に 、 ト ナ ー カ ー

ト リ ッ ジ は 内 部 に 粉 状 の ト ナ ー イ ン キ が 入 っ て い る た め そ の 軸 方 向 に ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ

を 立 て た 状 態 で 保 管 さ れ る と ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 下 部 で 集 積 さ れ た ト ナ ー イ ン キ は 固 ま

り や す く な り 、 使 用 の 際 に ト ナ ー 詰 ま り な ど の 故 障 の 原 因 に な る こ と が あ る 。

　 こ の た め 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 包 装 容 器 に は 、 水 平 に し て 保 管 す る よ う に 注 意 を 促 す

表 示 が 包 装 容 器 表 面 に さ れ る こ と が 多 い が 、 保 管 場 所 の 制 約 か ら 水 平 に し て 保 管 せ ず 軸 方

向 に 立 て た 状 態 で 保 管 さ れ が ち で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 そ こ で 、 こ の よ う な 立 て た 状 態 で 置 こ う と す る こ と を 防 止 す る 必 要 が 生 じ て き た 。 一 方

、 従 来 か ら の 一 枚 の 板 材 か ら 簡 単 に 組 立 て る こ と が で き る よ う に す る ニ ー ズ も 依 然 と し て

強 い も の が あ る 。 こ れ ら の 点 を 勘 案 し て 発 明 者 は 鋭 意 検 討 し 、 そ の 棒 状 の 物 品 を 包 装 す る

包 装 容 器 の 形 状 を 工 夫 す る こ と し た 。 よ り 詳 し く は 、 床 と 接 触 す る 容 器 の 軸 方 向 の 端 部 の

蓋 面 を 倒 れ や す い 形 状 に 形 成 し た 包 装 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

（ 解 決 手 段 １ ）

　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 包 装 容 器 は 、 四 角 筒 状 の 胴 部 を 備 え る 包 装 容 器

で あ っ て 、 前 記 胴 部 の 一 方 ま た は 両 方 の 端 部 の ４ つ の 頂 点 は 、 同 一 平 面 上 に あ り 、 か つ 、

各 頂 点 は 前 記 胴 部 に 関 し そ れ ぞ れ 異 な る ４ つ の 垂 直 横 断 面 上 に あ る よ う に 形 成 さ れ て い る

こ と 、 を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の よ う に 形 成 さ れ て い る た め に 、 端 部 を 水 平 面 に 対 し 鉛 直 に な る よ う に 軸 方 向 に 立 て

て 置 こ う と す る と 床 面 と は １ 点 の み の 接 触 と な る た め 、 こ の 点 を 支 点 と す る 転 倒 の モ ー メ

ン ト が 働 き 、 静 止 状 態 で 倒 れ な い 場 合 で あ っ て も 、 倒 れ 易 く す る こ と が で き る 。 ま た 仮 に

２ 点 の 接 触 を し た と し て も 、 ３ 点 が 接 地 す る ま で 倒 れ よ う と す る た め 、 倒 れ 易 さ は 維 持 さ

れ る 。 ま た 、 ４ 点 が 異 な る た め 、 立 て か け た 場 合 で あ っ て も 必 ず 横 方 向 に 倒 れ よ う と す る

。

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ 解 決 手 段 ２ ）

　 ま た 、 前 記 記 載 の 包 装 容 器 で あ っ て 、 前 記 端 部 が 接 地 面 と な る よ う に 水 平 面 に 置 か れ る

際 に 、 前 記 包 装 容 器 の 重 心 を 通 る 鉛 直 線 が そ の 接 地 面 の 外 部 を 通 る よ う に 形 成 さ れ て い る

こ と 、 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う に す る こ と で 、 重 心 が 接 地 面 か ら 外 れ る た め 包 装 容 器 は 静 的 な バ ラ ン ス を 取 る

こ と が で き な く な る の で 、 物 理 的 に 倒 れ や す い こ と に と ど ま ら ず 、 倒 れ る 必 然 性 を 備 え る

。

【 ０ ０ １ １ 】

（ 解 決 手 段 ３ ）

　 ま た 、 前 記 少 な く と も ひ と つ の 端 部 は 、 開 閉 自 在 の 蓋 部 を 備 え て い る こ と 、 が 好 ま し い

。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う に 蓋 板 を 端 部 に 設 け る と 、 胴 部 に 設 け る こ と と 比 較 し て 軸 方 向 に 長 い 棒 状 物 品

の 出 し 入 れ が 容 易 に な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ 解 決 手 段 ４ ）

　 ま た 、 一 枚 の 板 材 の 折 曲 げ 及 び 貼 付 け に よ っ て 形 成 さ れ る こ と 、 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う に す る こ と で 、 少 な い 工 数 と 人 数 で 簡 単 に 組 み 立 て る こ と が で き る 倒 れ や す い

包 装 容 器 を 提 供 で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

（ 解 決 手 段 ５ ）

　 １ 枚 の 紙 か ら な る 包 装 容 器 の 板 材 で あ っ て 、 前 記 板 材 は 、 異 な る 距 離 ｄ ２ 及 び ｄ ３ に つ

い て 、

　 折 線 を 介 し て 幅 方 向 に 連 続 す る 左 側 面 板 、 背 面 板 、 右 側 面 板 、 正 面 板 及 び 糊 代 板 を 有 し

、 前 記 左 側 面 板 、 前 記 背 面 板 、 前 記 右 側 面 板 、 及 び 前 記 正 面 板 は 同 じ 幅 を 有 し 、

　 前 記 左 側 面 板 は 、 蓋 フ ラ ッ プ と 底 蓋 と を 有 し 、 前 記 蓋 フ ラ ッ プ は 、 そ の 左 端 が 上 基 準 線

か ら 距 離 ｄ ２ の 個 所 で あ っ て 右 端 が 上 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ２ ＋ ｄ ３ の 個 所 で あ る よ う に 設 け

ら れ た 折 線 を 介 し て 前 記 左 側 面 板 に 接 続 さ れ 、 前 記 底 蓋 は 、 左 端 が 下 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ２
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の 個 所 で あ っ て 右 端 が 前 記 下 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ２ ＋ ｄ ３ の 個 所 で あ る よ う に 設 け ら れ た 折

線 を 介 し て 前 記 左 側 面 板 に 接 続 さ れ 、

　 前 記 背 面 板 は 、 蓋 と 底 蓋 と を 有 し 、 前 記 蓋 は 、 そ の 左 端 が 前 記 上 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ２ ＋

ｄ ３ の 個 所 で あ っ て 右 端 が 前 記 上 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ３ の 個 所 で あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線

を 介 し て 前 記 背 面 板 に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 前 記 蓋 は 、 差 込 み を 有 し 、 前 記 差 込 み は 、 前 記

折 線 と 平 行 な 折 線 を 介 し て 前 記 蓋 に 接 続 さ れ 、 前 記 折 線 は 、 そ の 中 間 部 に 前 記 蓋 を 係 止 す

る た め の 切 込 み が 設 け ら れ 、 前 記 底 蓋 は 、 そ の 左 端 が 前 記 下 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ２ ＋ ｄ ３ の

個 所 で あ っ て 右 端 が 前 記 下 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ３ の 個 所 で あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線 を 介 し

て 前 記 背 面 板 に 接 続 さ れ る と と も に 、 さ ら に 、 前 記 底 蓋 は 、 貼 付 け の た め の 糊 代 を 有 し 、

　 前 記 右 側 面 板 は 、 蓋 フ ラ ッ プ と 底 蓋 を 有 し 、 前 記 蓋 フ ラ ッ プ は 、 そ の 左 端 が 前 記 上 基 準

線 か ら 距 離 ｄ ３ の 個 所 で あ っ て そ の 右 端 が 前 記 上 基 準 線 上 に あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線 を

介 し て 前 記 右 側 面 板 に 接 続 さ れ 、 前 記 底 蓋 は 、 そ の 左 端 が 下 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ３ の 個 所 で

あ っ て そ の 右 端 が 下 基 準 線 の 個 所 に あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線 を 介 し て 前 記 右 側 面 板 に 接

続 さ れ 、

　 前 記 正 面 板 は 、 係 止 片 と 底 蓋 を 有 し 、 前 記 係 止 片 は 、 そ の 左 端 が 上 基 準 線 上 で あ っ て そ

の 右 端 が 上 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ２ の 個 所 に あ る よ う に 設 け ら れ た 端 縁 か ら 、 差 込 み に 差 し 込

ま れ て 蓋 を 係 止 す る た め に 凸 状 に 突 出 し て 設 け ら れ て お り 、 前 記 底 蓋 は 、 そ の 左 端 が 前 記

下 基 準 線 上 に あ っ て そ の 右 端 が 下 基 準 線 か ら 距 離 ｄ ２ の 個 所 に あ る よ う に 設 け ら れ た 折 線

を 介 し て 前 記 正 面 板 に 接 続 さ れ る と と も に 、 さ ら に 、 前 記 底 蓋 は 、 貼 付 け の た め の 糊 代 を

有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の よ う に す る こ と で 、 １ 枚 の 板 材 か ら 容 易 に 組 み 立 て る こ と が で き 、 蓋 又 は 底 蓋 の い

ず れ か を 底 面 に し て 軸 方 向 に 立 て て 置 く こ と が 容 易 で な い 、 す な わ ち 倒 れ や す い 包 装 容 器

を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ 解 決 手 段 ６ ）

こ の 場 合 、

上 基 準 線 か ら 下 基 準 線 ま で の 長 さ を Ｌ と し 、 左 側 面 板 、 背 面 板 、 右 側 面 板 、 正 面 板 の 幅 を

ｍ と し た と き に

　 Ｌ ／ （ ２ ・ ｍ ） ＊ ｄ ２ ＞ （ ｍ ／ ２ ） ま た は Ｌ ／ （ ２ ・ ｍ ） ＊ ｄ ３ ＞ （ ｍ ／ ２ ）

　 と な る よ う に 形 成 さ れ た 板 材 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の よ う に す る こ と で 、 板 材 を 組 立 て て 包 装 容 器 と し 、 こ れ を 軸 方 向 に 立 て よ う と し た

と き の 重 心 を 通 る 鉛 直 線 が 底 面 の 接 触 面 か ら 外 れ て 倒 れ る 包 装 容 器 の 板 材 を 提 供 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る 包 装 容 器 は 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 し た の で 、 軸 方 向 に 立 て る と 転 倒 し や

す い 構 造 を 有 す る 。 こ の た め 、 水 平 状 態 で 保 管 ・ 輸 送 が さ れ る こ と が 促 進 さ れ 、 収 納 し た

棒 状 の 物 品 を 安 全 に か つ 容 易 に 収 容 し て 運 搬 及 び 保 管 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 包 装 容 器 は 、 一 枚 の 板 材 か ら 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 実 施 形 態 の 一 例 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 倒 れ や す さ （ 転 倒 し や す さ ） の 原 理 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 包 装 容 器 の 端 部 を 模 式 化 し て 示 す 説 明 図 （ 正 面 、 斜 め 、 側 面 ） で あ る

。

【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 包 装 容 器 の 天 蓋 側 側 端 部 の 蓋 を 開 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 包 装 容 器 の 底 面 側 端 部 の 蓋 を 閉 じ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 包 装 容 器 の 重 心 と 接 触 面 を 示 す 透 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 包 装 容 器 の 端 面 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 図 ６ に 示 す 包 装 容 器 の 重 心 の 鉛 直 線 と 接 触 面 の 関 係 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 １ の 包 装 容 器 の 展 開 平 面 図 （ 包 装 容 器 用 板 材 の 平 面 図 ） で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ９ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 包 装 容 器 お よ び 包 装 容 器 用 板 材 の 実 施 形 態 の 一 例 を 、 図 １ ～ 図 １ ０

を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 便 宜 上 、 開 閉 可 能 な 蓋 の あ る 側 を 「 天 面 側 」 ま た は 「 前

側 」 、 閉 鎖 し た 蓋 の 側 を 「 底 面 側 」 ま た は 「 後 側 」 と し て 表 記 す る 。

　 図 １ に 本 例 の 包 装 容 器 Ａ の 外 観 斜 視 図 を 示 す 。 本 例 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 四 角 筒 状

の 胴 部 １ を 備 え 、 こ の 胴 部 １ の 前 側 開 口 ２ ｂ （ 図 ４ 参 照 ） 、 後 側 開 口 （ 不 図 示 ） を そ れ ぞ

れ 塞 ぐ 、 前 側 蓋 部 ４ お よ び 後 側 蓋 部 ５ を 備 え る 。 前 側 開 口 ２ ｂ を 前 側 蓋 部 ４ で 閉 じ た 端 部

２ お よ び 後 側 開 口 を 後 側 蓋 部 ５ で 閉 じ た 端 部 ３ の 両 端 部 の 形 状 を 倒 れ 易 く な る よ う に し た

も の で あ る 。 以 下 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

（ 原 理 ）

　 図 ２ に 本 発 明 の 包 装 容 器 が 倒 れ 易 く な る 基 本 原 理 を 示 す 。

　 一 般 に 、 水 平 面 に 置 か れ て い る 物 体 が 安 定 し て 静 止 し て い る た め に は 、 物 体 の 重 心 を 通

る 鉛 直 線 が 、 物 体 の 底 面 （ 水 平 面 と 接 触 し て い る 接 触 面 ） の 内 部 を 通 る よ う に 配 置 さ れ て

い る こ と が 必 要 で あ る 。

　 図 ２ （ ａ ） 及 び (ｂ )は 、 外 形 が ほ ぼ 四 角 柱 状 で あ っ て そ の 端 部 が 四 角 柱 の 軸 線 に 対 し て

傾 き を 有 す る 端 面 ４ ａ で 構 成 さ れ る 物 体 Ａ １ 、 Ａ ２ が そ れ ぞ れ 水 平 面 Ｈ の 上 に 置 か れ て い

る 状 態 を 側 面 か ら 見 た 図 で あ る 。

　 物 体 Ａ １ 及 び Ａ ２ の 底 面 は 、 物 体 の 端 面 ４ ａ で あ る た め 、 物 体 Ａ １ 及 び Ａ ２ は 水 平 面 Ｈ

に 対 し て 斜 め に 傾 斜 し て い る 。 す な わ ち 、 図 ２ （ ａ ） は 、 物 体 Ａ １ の 重 心 の 位 置 を Ｇ １ と

す る と 、 こ の 重 心 Ｇ １ か ら 降 ろ し た 鉛 直 線 Ｖ Ｌ は 、 そ の 底 面 の 内 部 を 通 ら な い 場 合 を 示 し

て い る 。 一 方 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 物 体 Ａ ２ の 重 心 の 位 置 を Ｇ ２ と す る と 、 こ の 重 心 Ｇ ２ か ら

降 ろ し た 鉛 直 線 Ｖ Ｌ は 、 そ の 底 面 の 内 部 を 通 る 場 合 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う な 比 較 を す る と 、 図 ２ （ ｂ ） の 物 体 Ａ ２ は 静 か に 置 か れ た 場 合 は 静 止 状 態 を 保

つ こ と が で き 倒 れ な い （ 安 定 状 態 ） が 、 図 ２ （ ａ ） の 物 体 Ａ １ は 静 か に 置 か れ た 場 合 で も

静 止 状 態 を 保 つ こ と が で き ず 倒 れ る （ 不 安 定 状 態 ） こ と が 理 解 さ れ よ う 。

　 こ の 場 合 、 底 面 の 端 部 は 、 面 全 体 で 接 触 し て い る こ と を 前 提 と し て い る が 、 面 の 一 部 や

点 接 触 の 場 合 で も 差 し 支 え な い 。 た だ 、 ３ 点 以 上 で 接 触 し て い な い と 安 定 的 な 面 を 構 成 す

る こ と が で き な い か ら 、 そ も そ も １ 点 （ 点 接 触 の 場 合 ） ま た は ２ 点 （ 線 接 触 の 場 合 ） で 接

触 す る 状 態 で は 安 定 状 態 を 構 成 で き な い こ と （ 不 安 定 状 態 で あ る こ と ） は 理 解 さ れ る で あ

ろ う 。

　 し た が っ て 、 こ れ ら の 図 か ら わ か る よ う に 、 基 本 的 に は 、 物 体 の 重 心 位 置 と 接 触 面 の 関

係 で 静 的 な 安 定 性 、 す な わ ち 、 静 か に 置 い た 時 に 倒 れ る か 倒 れ な い か が 決 ま る 。 本 発 明 の

発 明 者 も 、 こ の 点 に 鑑 み 重 心 が 外 れ る か ど う か を 考 察 し 、 外 れ る よ う に す れ ば 、 倒 れ や す

い こ と の み な ら ず 倒 れ る 必 然 性 を 有 す る と い え る 包 装 容 器 と な る こ と を 認 識 し た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 加 え て さ ら に 考 察 を 進 め る と 、 こ れ は 静 的 な 安 定 条 件 で あ り 、 さ ら に 倒 れ 易 く な る 場 合

（ 不 安 定 状 態 に な る 場 合 ） が あ る こ と が 分 か っ た 。 す な わ ち 、 静 的 な 安 定 状 態 を 考 察 す る

前 の 動 的 な 不 安 定 状 態 を 考 慮 す べ き で あ る こ と に 思 い 至 っ た 。

　 こ の よ う な 棒 状 物 品 は 、 先 述 の よ う に 、 静 的 な 状 態 （ そ っ と 置 か れ る 場 合 ） だ け で は な

い 。 端 面 が 垂 直 断 面 で あ る 場 合 で あ っ て も 、 少 し 傾 け た 状 態 に し て サ ポ ー ト を 取 り 去 る と

接 地 点 ま わ り に 重 心 の 回 転 モ ー メ ン ト が 働 く た め 、 た だ ち に 安 定 状 態 と な ら ず 、 重 心 の 振

り 子 運 動 が 生 じ 、 そ の 後 減 衰 し て 静 止 し 安 定 状 態 と な る 。

　 こ の 場 合 、 サ ポ ー ト が な く な っ た 瞬 間 に 、 接 触 点 が ３ 点 未 満 で あ る と 、 安 定 状 態 と な る

た め に ３ 点 目 が 必 要 に な り 、 ３ 点 目 が 獲 得 さ れ る ま で は 不 安 定 な 状 態 に さ ら さ れ る 。 こ の
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た め 、 本 発 明 の よ う に 端 面 の そ れ ぞ れ の 頂 点 が 異 な る 垂 直 断 面 に 置 か れ る と 、 垂 直 に 置 こ

う と す る と 必 ず 上 記 の よ う な 回 転 モ ー メ ン ト を 生 じ る こ と と な る 。 そ し て 、 図 ２ （ ａ ） に

示 す よ う に 重 心 Ｇ ２ を 通 る 鉛 直 線 Ｖ Ｌ が 接 触 面 ４ ａ の 外 側 を 通 る と 、 物 体 Ａ １ は 不 可 逆 的

な 状 態 に 至 り 、 回 復 す る こ と は で き ず 、 転 倒 し て 安 定 状 態 を 得 る し か な く な る 。 こ の た め

、 単 に 静 的 な 状 態 で 安 定 な だ け で な く 、 回 転 モ ー メ ン ト が 発 生 す る 場 合 は 、 倒 れ や す い 状

態 が 拡 大 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 通 常 、 棒 状 物 品 を 置 こ う と す る と 、 垂 直 に お く か 、 何 か に 立 て か け る こ と に な る 。 本 発

明 は 、 接 触 面 と な る 端 面 の ４ つ の 頂 点 が そ れ ぞ れ 異 な る 垂 直 横 断 面 に 含 ま れ て い る た め 、

い ず れ の 場 合 に し て も 動 的 な 不 安 定 状 態 を 作 る こ と が 可 能 に な る 。

　 た と え ば 、 垂 直 に 置 こ う と す る 場 合 は 、 １ 点 で 接 触 す る 可 能 性 が 高 く 、 ま た 、 せ い ぜ い

２ 点 で 接 触 さ せ て も 、 不 安 定 状 態 で あ る こ と は 変 わ り が な い 。 し た が っ て 、 重 心 か ら の 鉛

直 線 が 端 面 を 外 れ て い れ ば 転 倒 す る し 、 外 れ て い な く て も 支 点 を 中 心 と す る 回 転 モ ー メ ン

ト が 生 ず る た め 、 こ れ に 起 因 し て 重 心 か ら の 鉛 直 線 が 端 面 を 外 れ れ ば 転 倒 す る 。 す な わ ち

、 倒 れ 易 く な る 。

　 な お 、 こ の 考 察 は 包 装 容 器 自 体 に つ い て で あ る が 、 そ の 容 器 の 中 に 被 包 装 物 が 収 納 さ れ

た 場 合 は 、 総 合 し た 重 心 の 位 置 が 問 題 に な る 。 被 包 装 物 が ほ ぼ 軸 方 向 に 対 称 な 重 量 分 布 構

造 を も っ て い る よ う な 場 合 は 、 被 包 装 物 を 収 納 し た 状 態 で あ っ て も 総 合 し た 重 心 が ほ ぼ 同

じ 位 置 に あ れ ば 、 ほ ぼ 同 じ よ う な 効 果 が 得 ら れ る で あ ろ う 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ３ に 本 発 明 の 包 装 容 器 Ａ の 端 面 の 模 式 図 を 示 す 。 図 ３ （ a） は 正 面 視 、 図 ３ （ ｃ ） は

側 面 視 、 図 ３ （ ｂ ） は そ の 中 間 の 斜 め の 位 置 か ら 見 た 図 で あ る 。

　 こ の 場 合 の 端 面 は 、 一 番 高 い 頂 点 Ｖ １ の 位 置 か ら 、 頂 点 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 方 向 に 異 な る 高 さ で

低 く な る よ う に そ れ ぞ れ ｄ ２ 、 ｄ ３ ず つ 低 く し （ ｄ ２ と ｄ ３ は 等 し く な い 。 ） 、 一 番 低 い

頂 点 Ｖ ４ に 対 し て は 、 Ｖ ２ か ら は ｄ ３ 、 Ｖ ３ か ら は ｄ ２ だ け 低 く な る よ う に 形 成 さ れ て い

る 。 し た が っ て 、 一 番 低 い 頂 点 Ｖ ４ は 、 一 番 高 い 頂 点 と 比 較 し て ｄ ２ +ｄ ３ 低 く な っ て い

る 。 た と え ば 、 ｄ ２ ＝ ９ ｍ ｍ 、 ｄ ３ ＝ １ ６ ｍ ｍ と し 、 辺 の 長 さ ｍ は ７ ５ ｍ ｍ と す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ の よ う に 決 め た ４ つ の 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ は ひ と つ の 平 面 上 に あ る こ と が 分

か る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 向 か い 合 う 辺 同 士 （ 図 中 、 ○ 印 で 示 す 辺 同 士 及 び △ 印 で 示

す 辺 同 士 ） は 、 向 か い 合 う 頂 点 か ら の そ れ ぞ れ 高 さ の 変 化 量 ｄ ３ 、 ｄ ２ が 同 一 で あ っ て か

つ 、 四 角 筒 の 向 か い 合 う 面 の 上 に あ る た め 、 そ れ ぞ れ 平 行 で あ る （ ね じ れ の 位 置 で は な い

） 。 こ の よ う な 端 面 が 接 触 面 と な る 場 合 に つ い て 、 以 下 考 察 し て い く 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ６ は 、 本 発 明 の 包 装 容 器 Ａ の 重 心 ｇ と こ の 重 心 ｇ を 通 る 鉛 直 線 Ｖ Ｌ が 水 平 面 ｘ ｙ と 交

わ る 点 を ｇ ｐ と し た 場 合 を 示 し て い る 。 ｚ 軸 方 向 が 包 装 容 器 Ａ の 高 さ 方 向 （ 前 後 方 向 ） で

あ る 。

　 図 ６ （ ａ ） は 、 四 角 筒 形 状 の 包 装 容 器 Ａ の 角 筒 の 軸 線 が 水 平 面 ｘ ｙ と 垂 直 に 交 わ る 場 合

で あ る 。 こ の 場 合 は 、 包 装 容 器 Ａ を な る べ く 垂 直 に 立 た せ て 置 こ う と し た 場 合 が 当 た る 。

こ の 包 装 容 器 Ａ は 、 お お よ そ 長 辺 の 長 さ Ｌ 、 短 辺 の 長 さ ｍ の 正 四 角 柱 に 模 し て い る 。 包 装

容 器 Ａ は 、 端 面 の 各 頂 点 の 高 さ が 異 な り 、 す な わ ち 、 各 頂 点 は 、 角 筒 の 長 手 方 向 軸 に 垂 直

な そ れ ぞ れ 異 な る 横 断 面 上 に あ る 。 そ の 重 心 ｇ は 、 包 装 容 器 Ａ の 形 状 の 対 称 性 か ら 軸 線 方

向 の 中 点 （ Ｌ ／ ２ ） を 含 む 垂 直 横 断 面 上 の 中 央 に あ る 。 こ の 点 を 通 る 鉛 直 線 Ｖ Ｌ は ｘ ｙ 平

面 上 の 包 装 容 器 Ａ の 投 影 面 内 の 点 ｇ ｐ と 交 わ る 。

　 図 ６ （ ｂ ） は 、 こ の 包 装 容 器 Ａ の 底 面 が 水 平 面 ｘ ｙ に 接 触 す る 接 地 面 と な る 場 合 で あ る

。 こ の 場 合 は 、 包 装 容 器 Ａ を そ っ と 静 か に 置 こ う と し た 場 合 が 当 た る 。 包 装 容 器 Ａ の 底 面

が 水 平 面 ｘ ｙ と 面 接 触 を し て 包 装 容 器 Ａ の 軸 線 は 水 平 面 と は 垂 直 で は な く 傾 き を 有 す る 。

そ の 重 心 ｇ は 、 図 ６ （ ａ ） と 同 様 に 、 包 装 容 器 Ａ の 対 称 性 か ら 軸 線 方 向 の 中 点 （ Ｌ ／ ２ ）

を 含 む 切 断 面 上 に あ る 。 し か し 、 こ の 点 を 通 る 鉛 直 線 Ｖ Ｌ は ｘ ｙ 平 面 上 の 包 装 容 器 Ａ の 接
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地 面 内 で は 交 わ ら ず 、 そ の 外 側 の 点 ｇ ｐ と 交 わ る 。

　 前 述 の よ う に 、 図 ６ （ ａ ） の 場 合 は 、 水 平 面 ｘ ｙ と １ 点 で し か 接 触 し な い の で 、 そ の 点

の 周 り に 回 転 モ ー メ ン ト が 生 じ る た め 、 不 安 定 と な り 、 倒 れ や す い 。 図 ６ （ ｂ ） は 、 底 面

が 水 平 面 ｘ ｙ に 接 触 し て い る 状 態 で あ る 。 し か し な が ら 、 点 ｇ ｐ は 水 平 面 ｘ ｙ と 接 触 す る

底 面 の 外 側 で 水 平 面 ｘ ｙ と 交 わ る た め 、 倒 れ る こ と を 免 れ な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ７ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 包 装 容 器 Ａ の 底 面 側 端 面 と そ の 投 影 面 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る

。 図 ３ で 示 す よ う に 、 本 発 明 の 包 装 容 器 Ａ を 、 一 辺 の 長 さ が ｍ の 正 四 角 柱 を 斜 め に 、 す な

わ ち 各 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ が そ れ ぞ れ 異 な る 高 さ に あ る よ う に 、 切 断 し た 端 面 を

有 す る も の と し て 、 そ の 端 面 に つ い て 考 察 す る 。

　 底 面 側 の 各 頂 点 は 低 い 側 か ら Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ と す る 。 頂 点 Ｖ １ を 含 む 垂 直 横 断

面 （ 包 装 容 器 Ａ の 軸 断 面 ） Ｓ １ を １ 点 鎖 線 で 示 し て い る 。 す な わ ち 、 Ｓ １ は 、 頂 点 Ｖ １ 、

Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ が 作 る 端 面 の 軸 に 垂 直 な 投 影 面 で あ る 。 こ の 投 影 面 は 、 一 片 の 長 さ が ｍ

の 正 方 形 に な る 。 な お 、 同 様 に 、 他 の 各 頂 点 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ ， Ｖ ４ を 含 む 垂 直 横 断 面 を 考 え る

こ と が で き 、 以 下 に 述 べ る よ う に 、 各 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ は 、 異 な る 高 さ （ 軸 方

向 の 位 置 ） を 有 す る た め 、 そ れ ぞ れ 異 な る 垂 直 横 断 面 上 に あ る 。

　 図 ７ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 端 面 の 各 辺 は 、 頂 点 Ｖ １ か ら 頂 点 Ｖ ２ に 向 け て ｄ ２

だ け 高 く な り 、 頂 点 Ｖ １ か ら 頂 点 Ｖ ３ に ｄ ３ だ け 高 く な り 、 頂 点 Ｖ ２ か ら 頂 点 Ｖ ４ に ｄ ３

、 頂 点 Ｖ ３ か ら 頂 点 Ｖ ４ に ｄ ２ だ け 高 く な っ て い る 。 こ の た め 、 頂 点 Ｖ ４ は 、 頂 点 Ｖ １ と

比 べ る と 、 ｄ ２ ＋ ｄ ３ だ け 高 く な っ て い る 。 図 ３ で 説 明 し た よ う に 、 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ

３ 、 Ｖ ４ は 同 一 平 面 状 に あ っ て 、 向 か い 合 う 辺 は 平 行 で あ る 。 端 面 の 辺 Ｖ １ － Ｖ ２ は 、 Ｖ

１ か ら 見 る と Ｖ ２ は ｄ ２ だ け 高 く な っ て い る た め そ の 見 込 む 角 は θ 2と な る 。 そ の 長 さ は

ｍ １ ２ と な り 、 ｍ よ り 少 し 長 く な る が 、 ｍ に 比 べ θ が 小 さ い 場 合 は 、 ｍ １ ２ は ほ ぼ ｍ と 等

し い と 考 え る こ と が で き る 。 同 様 に 、 端 面 の 辺 Ｖ １ － Ｖ ３ は 、 Ｖ １ か ら 見 る と Ｖ ３ は ｄ ３

だ け 高 く な っ て い る た め そ の 見 込 む 角 は θ 3と な る 。 そ の 長 さ は ｍ １ ３ と な り 、 ｍ よ り 少

し 長 く な る が 、 ｍ に 比 べ θ 3が 小 さ い 場 合 は 、 ｍ １ ３ は ほ ぼ ｍ と 等 し い と 考 え る こ と が で

き る 。 辺 Ｖ ３ － Ｖ ４ は 辺 Ｖ １ － Ｖ ２ と 同 様 に 考 え る こ と が で き 、 辺 Ｖ ２ － Ｖ ４ は 辺 Ｖ １ －

Ｖ ３ と 同 様 に 考 え る こ と が で き る 。 な お 、 ｍ ２ ４ は ｍ １ ２ と 同 じ 長 さ に な り 、 ｍ ３ ４ は ｍ

１ ２ と 同 じ 長 さ に な る 。

　

　 こ の よ う な 端 面 を 有 す る 場 合 の 重 心 Ｇ の 変 位 Ｓ ｋ に つ い て 考 察 し 、 変 位 後 の 重 心 を 通 る

鉛 直 線 が 、 底 面 か ら 外 れ る か ど う か を 考 察 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま ず 、 角 柱 の 断 面 の １ 辺 の 長 さ が ｍ で あ る 場 合 の ｄ ２ お よ び ｄ ３ の 寄 与 を （ ｍ 、 θ ） の

極 座 標 系 で 考 え る 。 そ う す る と 、

　 d2/m＝ tanθ 2　 （ 式 １ ）

　 d3/m＝ tanθ 3　 （ 式 ２ ）

で あ る 。 θ 2,θ 3＜ ＜ １ と す る と 、 θ 2＝ ｄ 2/m、 θ 3＝ d3/mと み る こ と が で き る 。

　 こ の 場 合 に 、 図 ７ （ a） の 実 線 で 表 わ さ れ た 端 面 が 水 平 面 ｘ ｙ に 接 触 す る よ う に 、 す な

わ ち 、 各 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ が 接 触 面 Ｓ １ （ 水 平 面 ｘ ｙ ） と 接 触 す る よ う に 動 い

た と す る と 、 高 さ Ｌ の 四 角 筒 体 の 重 心 Ｇ oは 、 軸 断 面 す な わ ち 垂 直 断 面 内 で ど の よ う に 動

く か を 考 え る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 四 角 筒 体 の 重 心 Ｇ oは 、 軸 に 垂 直 に な る よ う に 直 立 さ せ た 場

合 、 そ の 鉛 直 線 Ｖ Ｌ が 接 触 面 と 交 わ る 交 点 を Ｐ oと す る 。 四 角 筒 体 の 端 面 が 接 触 面 と な る

よ う に 立 た せ る と 、 そ の 重 心 Ｇ oは 、 ｄ ２ の 寄 与 に よ り 正 四 角 柱 の 高 さ の 半 分 で あ る L/2の

回 転 半 径 で そ の 見 込 む 角 θ 2だ け x軸 方 向 に Sd2だ け 動 き 、 同 様 に 、 ｄ ３ の 寄 与 に よ り 角 θ 3

だ け ｙ 軸 方 向 に Sd3だ け 動 く こ と に な る 。 そ う す る と 、 重 心 Ｇ oは こ れ ら を ベ ク ト ル 的 に 重

ね 合 わ せ た 距 離 Skだ け 動 き 、 そ の 結 果 重 心 Ｇ kの 位 置 に 移 動 す る と 考 え る こ と が で き る 。

そ う す る と 、 式 １ 、 式 ２ を 勘 案 し て 、 Ｓ ｄ ２ 、 Ｓ ｄ ３ は 、
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　 　 　 　 Sd2 = L/2・ tanθ 2 = L/2・ d2/m

　 　 　 　 Sd3 = L/2・ tanθ 3 = L/2・ d3/m

で あ る か ら 、 こ の と き の 重 心 の 移 動 距 離 Skは 、 重 心 が 垂 直 断 面 内 を 動 い た と す る と 、

　 　 　 　 Sk = (Sd2**2+Sd3**2)**(1/2)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 式 ３ ）

　 　 　 　 　 = {(L/2・ d2/m)**2+(L/2・ d3/m)**2}**(1/2)　 　 　 　 （ 式 ４ ）

と し て 、 ｍ 、 Ｌ 、 ｄ ２ 、 ｄ ３ か ら Ｓ ｋ を 求 め る こ と が で き る 。 な お 、 **は べ き 乗 を 表 わ す

。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 具 体 的 な 数 値 と し て 、 L＝ 556m m、 ｍ ＝ 75m mと し た と き の ｄ ２ 及 び ｄ ３ に つ い て い く つ か

の 例 を 挙 げ る こ と が で き る 。 式 ４ で 求 め た Ｓ ｋ の 計 算 結 果 を 表 １ に 示 す （ 単 位 ： ｍ ｍ ） 。

併 せ て 、 直 立 の 状 態 か ら の 転 倒 の 有 無 と 底 面 を 接 触 さ せ た 状 態 か ら の 転 倒 の 有 無 を 表 １ に

示 す 。

　 ま た 、 こ の Ｓ ｋ を ｘ ｙ 平 面 上 に 点 Ｐ と し て プ ロ ッ ト し た 例 を 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 。 こ の ｘ

ｙ 平 面 上 で は 、 ｘ 軸 に 沿 っ た 動 き Sd2と 、 ｙ 軸 に 沿 っ た 動 き Sd3を 各 要 素 と し て Sk（ Sd2， S

d3） が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ８ （ ａ ） の 接 地 面 Ａ ｃ と の 交 点 Ｐ oは 、 図 ８ （ ｂ ） の ｘ ｙ 平 面 で 考 え る と 原 点 Ｏ と 同

一 に な る 。 同 図 の 斜 線 で 表 わ し た （ ± m/2、 ± m/2） の 領 域 が 、 接 触 面 Ａ ｃ に な り 、 接 触 面

Ａ ｃ は 、 一 辺 の 大 き さ が ｍ の 原 点 Ｏ を 中 心 と す る 正 方 形 に な る 。 こ の 領 域 内 で 重 心 Ｇ ｋ を

通 る 鉛 直 線 Ｖ Ｌ が ｘ ｙ 平 面 と 交 わ る 交 点 を 持 て ば 静 的 に は 安 定 と 考 え ら れ 、 こ の 領 域 外 で

交 点 を 持 つ 場 合 は 、 静 的 な 安 定 条 件 は 満 た さ れ ず 、 転 倒 す る こ と に な る 。 前 述 の Ｓ ｄ ２ と

Ｓ ｄ ３ を 用 い て 表 す と 、 包 装 容 器 Ａ を 軸 方 向 に 立 て よ う と し た と き に そ の 重 心 を 通 る 鉛 直

線 Ｇ Ｌ が 底 面 の 接 触 面 か ら 外 れ る 条 件 は 、

　 　 　 　 Sd2 ＜ -L/2・ d2/mま た は Sd2 ＞ L/2・ d2/m　 　 　 　 　 　 　 （ 式 ５ ）

　 　 　 　 Sd3 ＜ -L/2・ d3/mま た は Sd3 ＞ L/2・ d2/m　 　 　 　 　 　 　 （ 式 ６ ）
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と な る 。 Ｓ ｄ ２ ま た は Ｓ ｄ ３ に つ い て 、 ｘ ｙ 平 面 上 で い ず れ か の 条 件 が 成 立 す れ ば よ い 。

ｄ ２ ＞ ０ 、 ｄ ３ ＞ ０ に な る 範 囲 で 考 え れ ば 、 ｍ ＞ ０ 、 Ｌ ＞ ０ で あ る か ら 、

　 　 　 　 Sd2 ＞ L/2・ d2/m　 ま た は 　 Sd3 ＞ L/2・ d2/m　 が 成 立 す れ ば 接 触 面 か ら 外 れ る

こ と に な る 。

　 表 １ と 図 ８ が 示 す よ う に 、 こ れ ら の サ ン プ ル で は 、 点 Ｐ １ ～ ３ の ｘ ｙ 平 面 上 の 位 置 は 、

サ ン プ ル １ （ 9-16-25型 ） の 交 点 Ｐ １ で は 大 き く 接 地 面 Ａ ｃ を 外 れ る こ と が 分 か り 、 ま た

、 サ ン プ ル ２ （ 6-12-18型 ） の 交 点 Ｐ ２ で は 、 サ ン プ ル １ （ 9-16-25型 ） ほ ど で は な い が 、

接 地 面 Ａ ｃ を 外 れ る こ と が 分 か る 。 サ ン プ ル ３ （ 9-9-18型 ） の 交 点 Ｐ ３ で は 、 接 地 面 Ａ ｃ

の 内 部 と な る 。

　 こ れ ら に つ い て 、 な る べ く 直 立 さ せ た 状 態 の 場 合 と 、 底 面 を 接 触 さ せ た 状 態 の 場 合 の 転

倒 の 有 無 を 調 べ た と こ ろ 、 サ ン プ ル １ 、 ２ で は い ず れ の 状 態 も 転 倒 し た 。 サ ン プ ル ３ で は

直 立 状 態 か ら は 転 倒 し た が 、 底 面 を 接 触 し た 状 態 か ら は 転 倒 し な か っ た 。 こ の よ う に 、 動

的 に 不 安 定 な 状 態 で あ る と 、 静 的 に は 安 定 す る 場 合 で も 転 倒 す る こ と が 分 か っ た 。

　 な お 、 倒 れ 易 さ は 接 触 面 Ａ ｃ か ら 遠 い ほ ど 大 き い と 考 え ら れ る が 、 同 じ 大 き さ の Ｓ ｋ で

あ っ て も 、 ｘ ｙ 平 面 上 の 位 置 に よ っ て 、 接 触 面 Ａ ｃ と の 位 置 関 係 が 変 わ る こ と が わ か る 。

一 例 と し て 、 図 ８ （ ｂ ） に 、 ほ ぼ Ｐ ２ の 大 き さ の Ｓ ｋ の 原 点 Ｏ か ら の 等 距 離 の 線 （ 原 点 Ｏ

を 中 心 と す る ４ 分 の １ の 円 ） を 示 す が 、 接 触 面 Ａ ｃ と の 距 離 は 、 Ｓ ｄ ２ 及 び Ｓ ｄ ３ の 値 に

よ り 異 な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

（ 板 材 ）

　 図 ９ は 、 こ の 包 装 容 器 Ａ を 形 成 す る た め の 紙 製 板 材 ａ を 示 す 。 図 １ ０ は 、 そ の 端 部 付 近

の 拡 大 図 で あ る 。 板 材 は 紙 に 限 定 す る も の で は な い が 、 紙 製 で あ る こ と が 好 ま し い 。 折 曲

げ と 貼 付 け が 容 易 だ か ら で あ る 。

　 こ の 紙 製 板 材 ａ は 、 各 折 線 ｂ で 等 間 隔 幅 を も っ て 、 幅 方 向 に 連 設 さ れ た 左 側 面 板 １ ４ ，

背 面 板 １ ５ ， 右 側 面 板 １ ６ ， 正 面 板 １ ７ を 有 す る と 共 に 、 幅 方 向 一 端 部 に 位 置 す る 正 面 板

１ ７ の 端 縁 に 、 折 線 ｂ を 介 し て 貼 合 せ の た め の 糊 代 板 １ ９ が 連 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ

の 糊 代 板 １ ９ を 、 幅 方 向 他 端 部 に 位 置 す る 左 側 面 板 １ ４ の 端 縁 に 貼 着 け る こ と で 、 前 記 し

た 四 角 筒 状 の 胴 部 １ を 組 み 立 て る こ と が で き る 。

　 な お 、 各 板 の 長 さ 方 向 に つ い て 紙 面 の 上 に 向 か っ て 、 上 、 前 、 ま た は 天 と い い 、 下 に 向

か っ て 下 、 後 ろ 、 ま た は 底 と い う こ と が あ り 、 幅 方 向 に つ い て 紙 面 の 左 （ 右 ） に 向 か っ て

左 （ 右 ） と い う こ と が あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

（ 天 面 側 端 部 ）

　 左 側 面 板 １ ４ は 、 そ の 長 さ 方 向 前 端 縁 に 、 折 線 １ ４ ｃ １ を 備 え 、 こ の 折 線 １ ４ ｃ １ を 介

し て 、 蓋 フ ラ ッ プ １ ４ ｕ が 連 設 さ れ て い る 。

　 ま た 、 右 側 面 板 １ ６ は 、 そ の 長 さ 方 向 前 端 縁 に 、 折 線 １ ６ ｃ １ を 備 え 、 こ の 折 線 １ ６ ｃ

１ を 介 し て 、 蓋 フ ラ ッ プ １ ６ ｕ が 連 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 背 面 板 １ ５ は 、 そ の 長 さ 方 向 前 端 縁 に 、 折 線 １ ５ ｃ １ を 備 え 、 こ の 折 線 １ ５ ｃ １ を 介 し

て 、 蓋 面 で あ る 蓋 １ ５ ｕ が 連 設 さ れ て い る 。

　 ま た 、 正 面 板 １ ７ は 、 そ の 長 さ 方 向 前 端 縁 １ ７ ｉ １ に 、 折 線 １ ７ ｃ １ を 備 え 、 こ の 折 線

１ ７ ｃ １ を 介 し て 、 係 止 片 １ ７ ｕ が 連 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 こ の よ う に し て 組 立 て た 天 面 側 端 部 ２ の 天 面 側 蓋 部 ４ を 開 け た 状 態 を 図 ４ に 示 す 。 天 面

側 蓋 部 ４ は 、 閉 鎖 し た 状 態 で は ４ つ の 頂 点 を 含 む ひ と つ の 平 面 に よ る 切 断 面 上 に あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 蓋 フ ラ ッ プ １ ４ ｕ 、 １ ６ ｕ は 、 図 示 す る よ う に 平 面 視 長 方 形 状 で そ の 一 角 が 四 角 形 状 に

凹 ん で い る 。 こ れ に よ り 、 内 側 に 折 っ た 場 合 に 胴 部 １ の 端 部 開 口 ２ を ほ ぼ 塞 ぐ こ と が で き

、 ま た 、 係 止 片 １ ７ ｕ が 蓋 フ ラ ッ プ １ ４ ｕ ， １ ７ ｕ と 干 渉 す る こ と な く 蓋 １ ５ ｕ の 切 込 み

１ ５ ｈ に 差 し 込 む こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】

　 蓋 １ ５ ｕ は 、 そ の 長 さ 方 向 の ほ ぼ 端 部 開 口 ２ を 閉 止 で き る 位 置 に 折 線 １ ５ ａ １ を 備 え 、

こ の 折 線 で 、 差 込 み １ ５ ａ を 内 側 に 折 曲 げ 自 在 と な っ て い る 。

　 そ し て 、 折 線 １ ５ ｃ １ と 差 込 み １ ５ ａ を 内 側 に 折 曲 げ て 、 係 止 片 １ ７ ｕ を 折 線 １ ７ ｃ １

で 折 り 曲 げ て 切 込 み １ ５ ｅ に 差 し 込 む と 、 蓋 １ ５ ｕ が 係 止 片 １ ７ ｕ に よ り 係 止 さ れ 、 閉 止

状 態 が 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

（ 底 面 側 端 部 ）

　 左 側 面 板 １ ４ の 長 さ 方 向 底 蓋 縁 に は 、 折 線 １ ４ ｃ ２ を 介 し て 台 形 形 状 の 底 蓋 １ ４ ｆ が 連

設 さ れ て い る 。

　 背 面 板 １ ５ の 長 さ 方 向 底 蓋 縁 に は 、 折 線 １ ５ ｃ ２ を 介 し て 台 形 形 状 の 底 蓋 １ ５ ｆ が 連 設

さ れ て い る 。 そ の 底 蓋 １ ５ ｆ の 台 形 の 一 辺 の 縁 に は 、 折 線 １ ５ ｅ １ を 介 し て 糊 代 １ ５ ｅ が

連 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 右 側 面 板 １ ６ の 長 さ 方 向 底 蓋 縁 に は 、 折 線 １ ６ ｃ ２ を 介 し て 台 形 形 状 の 底 蓋 １ ６ ｆ が 連

設 さ れ て い る 。

　 正 面 板 １ ７ の 長 さ 方 向 底 蓋 縁 に は 、 折 線 １ ７ ｃ ２ を 介 し て 台 形 形 状 の 底 蓋 １ ７ ｆ が 連 設

さ れ て い る 。 そ の 底 蓋 １ ７ ｆ の 台 形 の 一 辺 の 縁 に は 、 折 線 １ ７ ｅ １ を 介 し て 糊 代 １ ７ ｅ が

連 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 な お 、 本 例 で は 、 底 面 側 蓋 部 ５ を 前 記 の 構 成 と し た が 、 こ れ に 代 え て 、 底 面 側 蓋 部 ５ を

天 面 側 蓋 部 ４ と 同 様 の 構 成 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 長 さ 方 向 の 両 端 を 開 閉 自 在 に

す る こ と が で き る （ 図 示 省 略 ） 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ 折 線 と 頂 点 の 位 置 関 係 ）

　 折 線 １ ４ ｃ １ 、 １ ５ ｃ １ 、 １ ６ ｃ １ 、 １ ７ ｃ １ と 頂 点 Ｖ １ ～ Ｖ ４ の 位 置 関 係 に つ い て 説

明 す る 。

　 図 １ ０ は 、 板 材 ａ の 端 部 の 拡 大 図 で あ る 。 図 １ ０ （ ａ ） は 、 天 面 側 端 部 、 図 １ ０ （ ｂ ）

は 底 面 側 端 部 で あ る 。 な お 、 天 面 側 端 部 ２ と 底 面 側 端 部 ３ は 、 同 様 な 考 察 が 可 能 で あ る た

め 、 頂 点 に つ い て は 、 同 じ Ｖ １ ～ Ｖ ４ を 用 い て い る 。

（ 天 面 側 端 部 ）

　 図 ９ 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 天 面 側 端 部 ４ で は 、 折 線 １ ４ ｃ １ 、 １ ５ ｃ １ 、 １ ６

ｃ １ 、 １ ７ ｃ １ と 折 線 ｂ の 交 点 が 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ と な る こ と は 明 ら か で あ る

。 そ し て 、 板 材 を 組 み 立 て る と 、 こ れ ら の 頂 点 Ｖ １ ～ Ｖ ４ で 作 る 平 面 が 天 面 側 端 部 ４ の 端

面 ２ と な り 、 こ の 端 面 が 底 面 に な る よ う に 接 触 面 と な る 。

　 板 材 ａ の 天 面 側 端 部 ４ の 各 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ を 含 み 、 各 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６

、 １ ７ の 前 後 方 向 に 対 し て 垂 直 と な る 基 準 線 Ｐ １ ２ 、 Ｐ ２ ２ 、 Ｐ ３ ２ 、 Ｄ Ｌ を 考 え る 。 こ

れ ら の 基 準 線 は 、 板 材 を 組 立 て た 後 の 包 装 容 器 Ａ に お け る 各 頂 点 を 含 む 垂 直 横 断 面 に 対 応

す る も の で あ る 。

　 各 折 線 １ ４ ｃ １ 、 １ ５ ｃ １ 、 １ ６ ｃ １ 、 １ ７ ｃ １ は 、 各 頂 点 Ｖ １ ～ Ｖ ４ を 結 ぶ 辺 と な る

こ と は 明 ら か で あ る 。 こ こ で 、 折 線 １ ４ ｃ １ は 頂 点 Ｖ １ か ら 頂 点 Ｖ ２ に 向 け て ｄ ２ だ け 下

が り 、 折 線 １ ４ ｃ ２ は 、 頂 点 Ｖ １ か ら 頂 点 Ｖ ３ に ｄ ３ だ け 下 が り 、 折 線 １ ４ ｃ ３ は 、 頂 点

Ｖ ２ か ら 頂 点 Ｖ ４ に ｄ ３ で き 下 が り 、 折 線 １ ４ ｃ ４ は 、 頂 点 Ｖ ３ か ら 頂 点 Ｖ ４ に ｄ ２ だ け

下 が る よ う に す る と 、 組 立 て 後 は 、 四 角 筒 の 天 面 側 の 端 面 を 構 成 す る こ と が で き る 。 す な

わ ち 、 図 ３ で 説 明 し た よ う に 、 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ は 同 一 平 面 上 に あ っ て 、 向 か

い 合 う 辺 は 平 行 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

（ 底 面 側 端 部 ）

　 図 ９ 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 底 面 側 端 部 ３ で は 、 折 線 １ ４ ｃ ２ 、 １ ５ ｃ ２ 、 １ ６

ｃ ２ 、 １ ７ ｃ ２ と 各 折 線 ｂ の 交 点 が 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ と な る こ と は 明 ら か で あ
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る 。 そ し て 、 板 材 を 組 み 立 て る と 、 こ れ ら の 頂 点 Ｖ １ ～ Ｖ ４ で 作 る 平 面 が 底 面 側 端 部 ３ の

端 面 と な り 、 こ の 端 面 が 接 触 面 と な る 。

　 板 材 ａ の 底 面 側 端 部 の 各 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ を 含 み 、 各 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、

１ ７ の 前 後 方 向 に 対 し て 垂 直 と な る 基 準 線 Ｐ １ ２ 、 Ｐ ２ ２ 、 Ｐ ３ ２ 、 Ｄ Ｌ を 考 え る 。 こ れ

ら の 基 準 線 は 、 天 面 側 端 部 と 同 様 い 、 板 材 を 組 立 て た 後 の 包 装 容 器 Ａ に お け る 各 頂 点 を 含

む 垂 直 横 断 面 に 対 応 す る も の で あ る 。

　 各 折 線 １ ４ ｃ ２ 、 １ ５ ｃ ２ 、 １ ６ ｃ ２ 、 １ ７ ｃ ２ は 、 各 頂 点 Ｖ １ ～ Ｖ ４ を 結 ぶ 辺 と な る

こ と は 明 ら か で あ る 。 こ こ で 、 折 線 １ ４ ｃ ２ は 頂 点 Ｖ １ か ら 頂 点 Ｖ ２ に 向 け て ｄ ２ だ け 下

が り 、 折 線 １ ４ ｃ ２ は 、 頂 点 Ｖ １ か ら 頂 点 Ｖ ３ に ｄ ３ だ け 下 が り 、 折 線 １ ４ ｃ ３ は 、 頂 点

Ｖ ２ か ら 頂 点 Ｖ ４ に ｄ ３ で き 下 が り 、 折 線 １ ４ ｃ ４ は 、 頂 点 Ｖ ３ か ら 頂 点 Ｖ ４ に ｄ ２ だ け

下 が る よ う に す る と 、 組 立 て 後 は 、 胴 部 １ の 底 面 側 の 端 面 を 構 成 す る こ と が で き る 。 す な

わ ち 、 図 ３ で 説 明 し た よ う に 、 頂 点 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ は 同 一 平 面 上 に あ っ て 、 向 か

い 合 う 辺 は 平 行 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

（ 組 立 手 順 ）

　 以 下 、 前 述 し た 構 成 の 紙 製 板 材 ａ を 用 い て 、 糊 又 は 貼 付 け 剤 を 用 い て 包 装 容 器 Ａ を 組 み

立 て る 手 順 を 説 明 す る 。

　 ま ず 、 図 １ ０ に 示 す 板 材 ａ の 折 線 １ ４ ｃ ２ 、 １ ５ ｃ ２ 、 １ ６ ｃ ２ 、 １ ７ ｃ ２ で 各 底 蓋 １

４ ｆ 、 １ ５ ｆ 、 １ ６ ｆ 、 １ ７ ｆ を 内 側 に 折 り 曲 げ て 各 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ に そ れ ぞ

れ 重 ね る 。 続 け て 、 底 蓋 １ ５ 、 １ ７ の 折 線 １ ５ ｅ １ 、 １ ７ ｅ １ を そ れ ぞ れ 外 側 へ 折 り 曲 げ

て 各 底 蓋 １ ５ ｆ 、 １ ７ ｆ に 重 ね る 。 こ の よ う に す る と 、 背 面 板 １ ５ と 正 面 板 １ ７ に 関 し て

は 三 重 に 折 り 曲 げ た 状 態 に な る 。 ま た 、 左 側 面 板 １ ４ と 右 側 面 板 １ ６ に 関 し て は 二 重 に 折

り 曲 げ た 状 態 に な る 。

　 次 に 、 こ の 状 態 の ま ま 糊 代 １ ５ e、 １ ７ ｅ に 糊 を 塗 布 し 、 次 い で 折 線 ｂ １ 、 ｂ ２ で 正 面

板 １ ７ 及 び 左 側 面 板 １ ４ を 内 側 に 折 り 曲 げ て 糊 代 １ ５ eと 底 板 １ ４ ｆ 、 及 び 糊 代 17eと 右 側

面 板 １ ６ ｆ を 貼 り 合 わ せ る 。 こ の と き に 、 糊 代 板 部 １ ９ に も 糊 を 塗 布 し て お き 、 折 線 ｂ １

を 折 り 曲 げ た 後 に 、 折 線 ｂ ２ を 折 り 曲 げ て 糊 代 板 部 １ ９ の 上 に 左 側 面 板 １ ４ を 貼 り 合 わ せ

れ ば 、 胴 部 １ は 平 面 状 に 折 り た た ま れ た 状 態 で 張 り 合 わ さ れ る 。

　 最 後 に 、 貼 り 合 わ せ が 完 了 後 、 折 り 畳 ま れ た 各 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ を 展 開 す る と

、 四 角 筒 状 の 胴 部 １ を 形 成 す る こ と が で き 、 底 面 側 端 部 ５ は 、 底 板 １ ４ ｆ 、 １ ５ ｆ 、 １ ６

ｆ 、 １ ７ ｆ に よ り 閉 鎖 さ れ た 包 装 容 器 Ａ を 組 み 立 て る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 組 立

て が 完 成 し た 包 装 容 器 Ａ に つ い て 、 各 頂 点 Ｖ １ ～ Ｖ ４ が そ れ ぞ れ 異 な る 垂 直 横 断 面 に 含 ま

れ る こ と は 明 ら か で あ ろ う 。

な お 、 こ の よ う な 底 蓋 部 ５ の 閉 止 構 造 は 、 従 来 か ら 知 ら れ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ 蓋 の 開 閉 ： 収 納 及 び 取 出 し ）

　 こ の 包 装 容 器 Ａ の 内 部 に 棒 状 物 品 を 収 納 す る 場 合 は 、 天 板 側 端 部 ２ の 蓋 部 ４ の 開 口 ２ ｂ

か ら 送 り 込 め ば よ い 。 そ の 後 、 フ ラ ッ プ １ ４ ｕ 及 び １ ６ ｕ を 内 側 に 折 り 曲 げ 、 さ ら に 蓋 １

５ ｕ を 内 側 に 重 ね て 折 り 曲 げ 、 係 止 片 １ ７ ｕ を 切 込 み １ ５ ｈ に 差 し 込 む と 、 収 納 が 完 成 す

る 。

　 ま た 、 棒 状 物 品 を 収 納 容 器 Ａ か ら 取 り 出 す に は 、 天 板 側 端 部 ２ の 手 か け 穴 １ ５ ｇ の 個 所

か ら 係 止 片 １ ７ ｕ を 指 で 引 っ 掛 け て 手 前 に 引 き 出 し 、 差 込 み １ ５ ａ を 引 き 出 す と 簡 単 に 開

け る こ と が で き る 。

　 図 1に 完 成 し た 包 装 容 器 Ａ の 全 体 斜 視 図 を 示 す 。 図 ４ に 完 成 し た 開 口 状 態 の 天 面 側 端 部

２ を 示 す 。 図 ５ に 完 成 し た 底 面 側 端 部 ３ を 示 す 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 し た が 、 本 発 明 に 係 る

包 装 容 器 は 図 示 例 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇 に お い て

種 々 の 設 計 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ ９ 】

　 Ａ ： 包 装 容 器

　 ａ ： 紙 製 板 材 （ 包 装 容 器 用 板 材 ）

　 ｂ 、 ｂ １ 、 ｂ ２ ： 折 線

　 １ ： 胴 部

　 ２ ： 端 部 、 天 面 側 端 部

　 ２ ｂ ： 前 側 開 口

　 ３ ： 端 部 、 底 面 側 端 部

　 ４ ： 蓋 部 、 天 面 側 蓋 部

　 ５ ： 蓋 部 、 底 面 側 蓋 部

１ ４ ： 左 側 面 板

１ ５ ： 背 面 板

１ ６ ： 右 側 面 板

１ ７ ： 正 面 板

１ ９ ： 糊 代 板

１ ４ ｕ 、 １ ６ ｕ ： 蓋 フ ラ ッ プ

１ ４ ｃ １ 、 １ ５ ｃ １ 、 １ ６ ｃ １ 、 １ ７ ｃ １ ： 折 線

１ ４ ｃ ２ 、 １ ５ ｃ ２ 、 １ ６ ｃ ２ 、 １ ７ ｃ ２ ： 折 線

１ ４ ｆ 、 １ ５ ｆ 、 １ ６ ｆ 、 １ ７ ｆ ： 底 蓋

１ ５ ａ ： 差 込 み

１ ５ e、 １ ７ ｅ ： 糊 代

１ ５ e１ 、 １ ７ ｅ １ ： 折 線

１ ５ ｇ ： 手 か け 穴

１ ５ ｈ 、 １ ７ ｈ ： 切 込 み

１ ５ ｕ ： 蓋

１ ７ ｕ ： 係 止 片

Ａ ｃ ： 接 地 面

Ｄ Ｌ ： 垂 直 横 断 面 、 垂 直 横 断 面 を 構 成 す る 下 基 準 線

ｄ ２ 、 ｄ ３ ： 上 、 下 基 準 線 か ら の 高 さ

Ｇ 、 ｇ ： 重 心

Ｇ ｏ ： 元 の 重 心 の 位 置

Ｇ ｋ ： 底 面 が そ の 見 込 む 角 θ ２ 及 び θ ３ 移 動 し た と き の 重 心 の 位 置

ｇ p： 重 心 の 鉛 直 線 が 水 平 載 置 面 に 落 ち る 位 置

Ｈ ： 水 平 面

Ｌ ： 包 装 容 器 の 高 さ

ｍ ： 包 装 容 器 の 胴 部 の 一 辺 の 長 さ

ｍ １ ２ 、 ｍ １ ３ 、 ｍ ２ ４ 、 ｍ ３ ４ ： 辺 の 長 さ

Ｏ ： 原 点

Ｐ ： 基 準 点

Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ ： 重 心 の 投 影 点

Ｐ １ １ 、 Ｐ １ ２ 、 Ｐ ２ １ 、 Ｐ ２ ２ 、 Ｐ ３ １ 、 Ｐ ３ ２ ： 垂 直 横 断 面 、 垂 直 横 断 面 を 構 成 す る

基 準 線

４ ａ ： 接 触 面 、 端 面 、 底 面

Ｓ １ ： 水 平 面 へ の 投 影

Ｓ ｄ ２ 、 Ｓ ｄ ３ ： 底 面 が そ れ ぞ れ そ の 見 込 む 角 θ 2、 θ 3移 動 し た と き の 重 心 の 移 動 距 離

Ｓ ｋ ： Ｓ ｄ ２ と Ｓ ｄ ３ を 合 わ せ た 移 動 距 離

Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ ： 頂 点

Ｖ Ｌ ： 重 心 を 通 る 鉛 直 線

Ｕ Ｌ ： 垂 直 横 断 面 、 垂 直 横 断 面 を 構 成 す る 基 準 線

θ 2、 θ 3： 辺 の 片 側 が ｄ ２ 、 ｄ ３ だ け 移 動 し た と き の 見 込 む 角 度
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



(16) JP  2021-20699  A   2021.2.18

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description

